
　新型コロナウイルス感染症は、私たちの
日々の暮らしに大きな影響を与えています。
ソーシャルディスタンスの確保が求められ、
暮らし方・働き方、暮らしを支える社会イン
フラの重要性、人々とのつながりの大切さな
ど、これまで当たり前の日常であったことが
らの多くについて再考が求められています。
　そのような状況において、一方では、職を
失ったり、住む場所を失ったり、その日の食
事にもこと欠いたりするなど、人々が生活す

る上での格差が目に見えてきているという
現実もあります。　　
　今後、都市、地域で生活していくために、
現実を知り、コロナ禍後の都市のあり方、持
続可能なコミュニティを市民の連携で創っ
ていくために何をしたらよいか、オンライン
での開催となった自治体学会の部会の議論
を取り上げ、ポストコロナ・ウイズコロナの
時代における地域社会のありようについて
考えていきます。
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司会　本日は新型コロナウイルス感染症にかかる
テーマを取り上げ、参加者
の皆さんと一緒に、さまざ
まな角度から議論してい
きたいと思います。
　早速ですが、ここからの
進行はコーディネーター
をお願いしております、横
浜市立大学国際教養学部

饗庭　ご紹介ありがとうございます。私の専門は都
市計画です。建築系都市計画で、普段は空間のこと
をやっていますので、そのような視点からお話をさ
せていただきます。
　お話しさせていただくのは、５つの項目で、最初に、
①新型コロナウイルス感染症はどういうものなのか、
次に②サステイナブル・リカバリー、③サステイナブ
ル・リカバリーで実現する都市、④コミュニティの仕
掛け、⑤市民の暮らしという順番で進めていこうと
思っています。

１  新型コロナウイルス感染症とは
何か

　まず、新型コロナウイルス感染症とは何なのかと
いうお話です。私は疫学の専門家ではないので、皆
さんと同じようなリソースを見ながら自分なりの考
え方を組み立てています。
　講演の依頼をいただいたとき、8月の講演当日は、
かなりの方がワクチンを打ち終わっている頃で、そ
ういう環境でのプレゼンテーションを予測していま
した。しかし、結果として、対策がすごく長期化して
いるというか、予想が次々とはずれて、またゴールが
見えなくなってしまったというのが、皆さま方も含め
た実感だと思います。
　1年くらい前は、コロナの状況は1年か1年半で終わ
るのではないかといった観測があり、特に国や都道
府県では、有識者を集めて、その後、どのような社会

都市社会文化研究科教授の鈴木伸治さんにお願いし
たいと思います。鈴木さん、よろしくお願いいたしま
す。
鈴木（伸）　コーディネーターの横浜市立大学の鈴木
です。早速ですが、はじめに東京都立大学都市環境
学部教授の饗庭伸さんから「新型コロナウイルス感
染症と都市・コミュニティ・市民の暮らし」と題して基
調講演をいただきます。饗庭さん、よろしくお願いし
ます。

を作っていくかという会議が行われたり、提言が出
されたりしていました。
　例えば、今年3月に東京都が出したのは、「『未来
の東京』戦略」というもので、昨年の後半に有識者を
集めた会議が開催されていました。この中には、新
型コロナウイルス禍からの「サステイナブル・リカバ
リー」と書かれています。
　でも報告が出された今年の3月と、現時点ではまた
雰囲気が違い、この戦略がリアリティがあるものと
して捉えにくい。東京都が悪いわけではなく、本当
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に政策を作りにくい、将来を考えにくい状況です。で
すから今日は考えにくい状況で何を考えるかという、
非常に面倒くさいお話をするということになります。

新型コロナウイルス感染症による	
人口移動等の今後

　まずは1年半ほど、こうした経験を重ねてきまして、
なんとなく都市計画でこういうことは言えそうだと
いうことをお話ししておきます。
　人の動きは大都市から人が移住するのではないか
と少しあおり気味で言われていましたが、人口の動
きを丁寧に読むと、そういうことはまだ起きていない
ようです。人口の動きは少しありますが、都市から地
方ではなく、どうやら都心から郊外への動きが少し
増える、東京の都心から埼玉へ引っ越すというよう
なことが増えています。
　次に空間の動きです。一般論ですが、住宅が動く
には結構時間がかかります。4,000万円で買ったも
のを売って、別のところに4,000万円払って買い直す
ということを個人がするわけですから、それは簡単
ではありません。
　一方、商業の空間は、商売が成り立たなければ、お
店をたたみ、別の作戦を立てなければいけないので、
変化は速い。
　このため、居住の空間はゆっくり動き、商業はどん
どん新しい空間を開拓していく。そういうことを気
にしながら空間がどう変わっていくかを見ていると
いうのが今の状況です。
　空間に関してはもう1つ、都市計画や都市開発に関
して、いくつかの自治体にヒアリングをしてみました。
　短期的なこととしては、路上を商業空間に開放す
る、密度を回避するためにお店の中から外に机や椅子
を出すということは一般化したかなと思います。
　一方で、長期的なこととしては、企画中の大規模都

市開発がコロナによって止まったり、開発の内容を方
向転換する必要がありますかということを、東京の
都心区で聞いてみたところ、それはほとんどないとい
う実態でした。
　また、公共交通は、後ほど、小田急の鈴木さんの発
表もありますけれども、公共交通が2割減、3割減と
いうのはかなりはっきり見えていますので、それと自
転車の関係をどう描き直すかが論点になっていると
思います。
　つまり、見通しが立たないので、長期的な開発を止
めるほどのデータがないから止める話もできない状
況です。
　見通しが立たないがゆえに、小さなことをあれこ
れやるしかないのが今の状況です。見通しを立てて
社会を変えるのではなく、小さなことをあれこれや
りながら何かが生まれてくる、きっとそういう状態が
長く続くのだろうと思います。こうしたことについ
て、今日は少し考えを深めていきたいと思います。

2  サステイナブル・リカバリーとは

　先ほどの東京都の戦略にも「サステイナブル・リカ
バリー」という言葉が出ています。リカバリーしなけ
ればならないことは間違いないのですが、どういう
風にリカバリーしていくか、新型コロナウイルスの場
合、リカバリーの方法や手順が違うということです。
　比べやすいところで、自然災害からのリカバリー
と、新型コロナウイルスからリカバリーの違いを比
べてみようかと思い、図表1に書き出してみました。
左側が被害の特徴で、どういう被害が起きるか。表
の右側がそこからどういう風にリカバリー・復興がな
されるかということです。
　自然災害の起こり方は切断的で、ドーンと起きて
大きい被害を起こす。一方で新型コロナウイルスは

図表1　自然災害や巨大事故の被害、復興と、新型コロナウイルスの違い
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波状でダラダラ被害が起きるし、上がったり下がっ
たりする。起こり方が全然違う。範囲を見ても、自然
災害は、地震で崩れた、津波で流されたということで、
はっきり被害を受けたことがわかりますが、新型コロ
ナウイルスはボーダーがわからない。そのような特
徴があります。
　自然災害は物的な空間を破壊しますが、コロナウ
イルスは破壊しない。被害の特徴が全然違います。
　その後の復興の特徴ですが、自然災害の場合、元
通りにすることがゴールで、「10年後にこんな感じに
しましょう」ということがはっきりしている。
　そして、そこへ向けて、例えば住宅だったら、「しば
らくは仮設住宅に入ってください。その後本設の住
宅を建ててください。」というように、いくつかのわか
りやすいシナリオが準備されて復興が行われる。

元に戻さなくてもいい	
新型コロナウイルスの復興

　一方、新型コロナウイルスでは、ゴールは別に元
の社会にしなくてもいいということが、今議論され
ている。
　例えば、オンラインで仕事ができるなら、それで良
いというようなことです。そして、皆が当事者で、終
わりもはっきりしない。もしかしたら、この状態が
20年続くかもしれない。シナリオがはっきり示され
ていないので、自分で選んだり、いろいろ工夫したり
するしかない。そのようなことなのかと思っていま
す。図表1に示しましたが、「元通りを目指さない」、「み
んながバラバラでやる」、「ずっとやっている」、「シナ
リオがたくさんある」ということがこれから起こるサ

ステイナブル・リカバリーの特徴だと思います。

3  サステイナブル・リカバリーで
実現する都市

　次は都市の話にいきたいと思います。私は都市計
画の人間なので、どうしても都市がどうなるかという
ことを考えてしまうのですが、サステイナブル・リカ
バリーという考え方が入ってきて、これまで目指して
来た都市と、これから目指すべき都市はどう違うの
か、違ってくるのかという話をしたいと思います。
　コンパクトシティという言葉があって、新型コロナ
ウイルス感染症の発生前は、これから日本は人口が
減っていくので、コンパクトシティを目指しましょう
というのが、大きな都市の方向性でした。
　賛否両論ありますけれども、それを目標にいろい
ろな自治体が都市計画を組み立てていた。それとこ
れからの違いをまとめたのが図表2です。上の段が
コンパクトシティで目指していたもの、そして下の段
がコロナウイルスの影響です。
　図表3はコンパクトシティのイメージとして国土交
通省が出しているイメージです。これと図表2を使い
ながら、これまでどういう都市を目指していたのかと
いうことを説明したいと思います。
　コンパクトシティの都市像は、図表2にあるように、
公共交通と拠点を強くするということで、図表3には
電車とバスの線が書いてありますが、この交通をま
ず鍛えようということです。また、図表3に丸があり
ますけれども、これが拠点です。それで、機能が集約
されたところに住宅を寄せていく。ここに居住地を

図表2　サステイナブル・リカバリーで実現する都市
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集約して、密度が高いコンパクトな空間で暮らしと
仕事が完結する都市を目指すということです。図表2
には公共交通、拠点、高密度な居住地、低密度な居住
地、空き地や空き家という順で並べ、それぞれに維持・
強化する、集約するなど、目指した方向性をまとめて
おきました。
　このコンパクトシティの世界だと、右側ほど重要
で、左側ほど重要ではなく、空き家や空き地は不要な
もの、低密度な居住地もできるだけなくしたいとなっ
ており、重要度が違っていました。

コンパクトシティと	
新型コロナウイルス後の都市

　下の段では、それが逆転したと思っています。小
田急の鈴木さんには申し訳ないですけれども、公共
交通は感染リスクが高い。
　そして拠点には商業施設が集積していたわけです
が、居酒屋とかスナックがどんどん閉店していて、拠
点の解体が始まっている。
　高密度な居住地はちょっとリスクが高い気がする
から、郊外のゆったりしたところに皆住みたいという
風になっている。空き家や空き地は今まで邪魔だっ
たけれども、もう一度使い直してテレワークの拠点
にしようという動きも出てきそうです。
　机上の空論かもしれませんが、コロナウイルスの
影響で、コンパクトシティで考えられていた重要さ
が逆転してしまったわけです。
　あとは程度問題です。都心はなくならないと思う

のですが、ある程度、住宅地の方に拠点が引っ張られ
るようになっていくと思います。空き家、空き地が使
われていくのではないかと思っています。これが都
市についての問題提起です。

4  コミュニティの仕掛け

　コミュニティについては、他のパネラーの皆さん
がかなり話をされると思うので、私の方からは、自分
が仕掛けた経験だけをお話ししようと思います。
　世田谷まちづくりファンドという市民活動に対し
て助成金を出していく仕組みがあります。
　私は2年ほど前からこの運営委員をやっているの
で、ファンドの仕組みをコロナに合わせて変えた話
をさせていただきます。
　どういう議論をしたのかというと、世田谷まちづく
りファンドがお金を出すターゲットは、何かの問題を
解決したいまちづくりの団体です。社会学の言葉で
言うとアソシエーションといって、目的によって結び
ついた人たち。そして、その対義語にあるのは、土地
によって結びついている人たち。町内会とか自治会
といったコミュニティ的な組織です。隣同士仲良く
しようとか隣同士が困っていたら助けようとか、そう
いうタイプの組織、つながりです。

近所で困っている人を	
柔軟に助ける仕掛け

　まちづくりファンドは、アソシエーションを支援
するのですが、コミュニティへの支援ではないので、
それだと近所で困っている人を助けることにならな
い。アソシエーションの人たちにお金を出しつつも、
ちょっとご近所さんを助けてくださいよ、そのような
活動を応援しましょうということで世田谷まちづく
りファンドの仕組みを変えました。
　「つながりラボ部門」をつくり、今年から動かしてい
ます。具体的には、地域社会にもともと拠点をもっ
て活動している団体や、空き家を使ってカフェをした
りしている団体が、その拠点を中心にその周りの人
たちに対して、あれこれとやるような活動を支援す
るものです。
　その成果はまだ報告できないのですが、地域に拠
点をもつ6団体が申請し、5団体が採択されています。
　ポイントは、新型コロナウイルスは何が起きるか

図表3　コンパクトシティのイメージ
（出典：国土交通省HP）

立地適正化計画区域
居住誘導区域

地域公共交通

都市機能
誘導区域
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わからないので、「計画を立てなくていいですよ」と
いうことです。要は「拠点でいろいろやってみるよ」
ということだけを表明してもらって、「計画はざっく
りでいいです。どうせ変わりますから」ということ。
「失敗してもいいですから」という形で、拠点を持って
やっていただくことに対して、柔軟にお金を出す、そ
のような仕組みをつくったということです。
　こういう感じのコミュニティ政策が、これから大
事になってくるのではないかということで、例として
お話をさせていただきました。

5  市民の暮らし

　最後に市民の暮らしですが、まちづくりとか肩肘
を張らずに、普段の暮らしをどう工夫すると良くなっ
ていくかということです。
　これについては、あんまり知恵はないというか、暮
らしのプロは、僕も含めた皆さんだと思うので、皆が
やっていくしかないと思っています。
　とにかく見通しが立たないので、小さなことをあ
れこれやるしかないというのが今の状況だと思って
います。いろいろと試行錯誤する中から、次なる基
準とか次なる共通点とか、そのようなことが見えてく
ると思っていますので、「身のまわりの暮らしの中で
も、ちょっとずつできることを直していきましょう」。
そのようなことが今できることの最大限だと思って
います。
　例えば、集会所の使い方についてお話をさせてい
ただこうと思います。
　私はいわゆる団地に住んでいて、団地の集会室が
あるのですが、最初に緊急事態宣言が出た去年の段
階で集会室を全部閉じてしまった。「感染するとよく
ないから、人が集まるところは全部閉じます」という

ことで閉じてしまったのです。
　ただ、よくよく考えてみると、実は閉じない方が感
染リスクは下がる。家の中にごちゃごちゃいて親子
の仲が悪くなるよりは、そういうところを開けて風通
しを良くした場所をたくさん作る方が感染リスクも
下がる。
　そういう身のまわりの空間の使い方一つをとって
もいろいろな考え方があって、それを少しずつベター
な方向にやっていくしかないと思っています。
　我々は真面目なので、去年の今頃考えた地域のルー
ルを未だに守らなければならないと思ってしまいま
す。ただ、状況はどんどん変わっていますので、近所
でちょっとずつ話し合いをしながらルールもどんど
ん変えていくことが必要ではないかと思っています。
　暮らしに対してはたいしたことは言えませんが、小
さなことをあれこれとベターな方向でやっていくし
かないと考えています。

震災と、コロナ禍での	
支援の違い

　東日本大震災と今回を比べてみて、私たちの体の
動かし方がどう違うのだろうと考え、図表4を描いて
みました。東日本大震災の時、東京にいる立場から
すると、それほど遠くないところで大災害が起きまし
た。困っている人がたくさんいそうだから、近所の人
たちに声をかけて、皆で支援物質を積み込んで、「困っ
ている人を助けに行くぞ」という感じで動きました。
町内会で動いてみた、NPOで動いてみたという人も
多いでしょう。
　しかし今の私たちは、被災地がどこにあるかもわ
からない、困っている人たちがどこかにまとまってい
るわけでもない、それぞれの人が出せるものも違う
という状況だと思います。

図表4　東日本大震災と新型コロナウイルス感染症の違い

東日本大震災 COVID-19
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　そのため、トラックで皆で集まって「助けに行くぞ」
ではなく、自分の車をちょっと出して、そこには自分
の家族も乗せるけれども、ちょっとだけ空いている
席を作っておいて、困っている人をそこに乗せてあ
げる。あるいは困っている人にちょっと何か配って
いく。そんなことを思い思いやっていくような、その
ような助け方をしていくと、暮らしはだんだん良くな

鈴木（伸）　饗庭さん、ありがとうございました。そ
れではここからパネルディスカッションに移ります。
　はじめに、小田急電鉄株式会社まちづくり事業本
部エリア事業創造部長の鈴木都さんから「小田急電
鉄の沿線まちづくり」についてご報告いただきたいと
思います。鈴木さん、よろしくお願いします。

小田急電鉄の
沿線まちづくり

鈴木（都）　小田急電鉄の鈴木です。よろしくお願い
いたします。本日はこのような機会をいただきまし
てありがとうございます。私ども、まちづくり事業本
部エリア事業創造部はハードの開発からソフトのエ
リアマネジメントまでを一体的に推進しまして、まち
づくりを行いながら、沿線に価値を創造していこうと
いう部署でございます。本日は小田急電鉄の沿線ま
ちづくりについてご紹介させていただきます。
　小田急線について最初にご紹介をしたいと思いま
す。小田急線は東京都と神奈川を走る路線で、全長

るし、そういう小さな取り組みが組み合わさることに
よって、ひどくならない社会がうまれていく。そのよ
うなことではないかと思います。
　私からの発表は以上とさせていただきます。5点ほ
どお話をさせていただいたので、後ほどの議論でい
ろいろ咀嚼していただきながら、議論を深めていけれ
ばと思っています。ご清聴ありがとうございました。

120.5キロメートル。駅数で70駅の路線です。
　新宿を起点として、小田原線は箱根の玄関口の小
田原駅まで。江ノ島線は湘南の片瀬江ノ島駅まで。
川崎市の新百合ヶ丘駅から分岐しまして、多摩ニュー
タウン方面に多摩線が走っています。

鈴木  都さん
小田急電鉄（株）まちづくり事業本部エリア事業創造部長
1990年小田急電鉄に入社。レジャー施設部門の企画開発・運
営、人事部を経て、広報部、小田急総合研究所の後現職。広報
部ならびに小田急総合研究所では沿線のマーケティング、ブラ
ンディングなどを、また現職のエリア事業創造部では、エリア
マネジメントや公民連携など、主にソフト分野におけるまちづ
くりを担当。川崎市在住。

パネルディスカッション

図表5　コロナ禍での鉄道輸送状況　令和2（2020）年1月からの輸送人員推移（対前年同月比）
　※令和3（2021）年3、4、5月は一昨年度比
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アフターコロナの沿線まちづくり

　アフターコロナにおける沿線まちづくりの展望に
ついてご紹介いたします。はじめに、図表5を使って、
コロナ禍での鉄道輸送人員の状況について、ご説明
いたします。
　コロナ禍の直前の令和2（2020）年1月から令和3
（2021）年5月まで、コロナ禍前との比較の推移を示
しており、通勤定期、通学定期、定期外、その合計に
ついてのグラフとなっています。
　大きく落ち込んでいるのが第1回の緊急事態宣言
のときになります。合計でいきますと、先ほど饗庭さ
んのお話にありましたように、ずっとマイナス20％
から30％で推移しているという状況で、これは直近
でも変わっておりません。
　私どもではテレワーク等新しい生活様式が浸透す
ることによって、鉄道の輸送人員はコロナ禍が収束
したとしてもコロナ禍前の水準までは戻らないだろ
うと捉えております。
　首都圏の沿線構造は、これまでは、郊外に住んで就
業や消費については都心部に依存するといった形で
した。鉄道会社は、この移動需要に支えられてきた
わけですが、これがコロナ禍によって大きく変化した
と捉えております。
　これからはこうあるべきだろうというのが図表6
です。テレワーク等浸透しまして地元生活圏の中で
過ごす時間が増えていますので、郊外部であっても
生活圏の中で居住から就業、消費も可能な沿線であ

るべきと考えます。郊外部の中核駅、この図だと中
間駅と書いてありますけれども、急行停車駅のよう
な比較的大きな駅と捉えていただければと思います。
ここを中心とする地元生活圏において都市機能、交
通ネットワークの充実を図って、人々の定住、移住、
それから中間駅間の移動の創出を目指す形かと考え
ています。
　こうした沿線構造にシフトしていくだろうという
のは、働き方改革や共働き世代の増加などの大きな
トレンドを踏まえてコロナ禍以前から議論されてき
ました。
　これに合わせた戦略も徐々に取りつつあったとこ
ろですけれども、実際のところ緩やかにシフトしてい
くのかと思っていましたらコロナ禍で一気に現実と
なったということです。
　弊社のまちづくりの考え方を2点申し上げたいと思
います。1点目は、多様な生活シーンに対応した機能
整備ということです。地元で過ごす時間が長くなっ
て、地元地域の重要性が増す中で、住む、働く、遊ぶ
といった多様な生活シーンに対応した機能を各エリ
ア内に整備していくことでまちの魅力を高めていこ
うということ。
　2点目は、公共交通による移動創出ということです。
公共交通もご利用が減少し、コロナ禍以前の水準に
は回復しないとは見込んでおりますが、地域を支え
る重要な存在だということに変わりはないと思って
います。まちづくりと一体となって、交通サービスを
展開して移動を創出していきたいと考えています。

図表6　これから目指すべき沿線構造　郊外部でも、生活圏の中で居住から就業・消費・介護・子育てが可能な沿線
（出典：国土交通省　鉄道沿線まちづくり）

中間駅 中間駅中間駅

ベース機能
（商業・就業・コミュニ
ティなどベース機能）

都心への通勤・買い物

在宅勤務・多様な就業・地元での買い物・通院

沿線の「地域の色」に応じた移動

ベース機能
（商業・就業・コミュニ
ティなどベース機能）

オフィス
巨大ターミナル

エンタメ

百貨店

＋α機能
コミュニティ・にぎわい

＋α機能
子育て・共働き

ベース機能
（商業・就業・コミュニ
ティなどベース機能）

＋α機能
食・健康

特
集
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川崎エリアにおける	
小田急の取り組み

　次に、川崎エリアにおける具体的な取り組みをご
紹介いたします。川崎市内で小田急線がどこを走っ
ているのかということを図表7でお示ししています。
川崎市では小田急は多摩区と麻生区を走っておりま
す。多摩川を渡って最初の駅が登戸です。南武線の
乗換駅で、乗降客数も1日平均17万人弱と、小田急線
70駅の中では第4位の多さです。近くに生田緑地と
いう大きな公園があり、街中は現在区画整理事業が
進行中です。
　次の快速急行停車駅が新百合ヶ丘駅で、こちらは
麻生区になります。閑静な住宅街が並んで駅前には
大型商業施設、芸術文化の施設もあります。ここか
ら分岐をして多摩線が走っています。
　この川崎エリアにおいては、行政、事業者、住民、
またこれらを包括するコミュニティの方々と恒常的
な接点を構築しながら、さまざまな施策に着手して
おります。
　こうしたことを通じ、駅周辺の賑わいづくりをする
ことでまち全体のPRを図っていくとともに、地域の
社会課題の解決にも貢献していきたいと考えており
ます。
　ここから少し具体的な事例を紹介いたします。多
摩線の黒川駅のすぐ前に「ネスティングパーク黒川」
という複合施設があります。「働く・遊ぶ・暮らすのあ

いだ」をテーマに、住まいの近くで働くことができる
シェアオフィスに加え、地域のコミュニティ拠点と
なるようなカフェ、芝生広場も備えております。コ
ロナ禍前の令和元（2019）年から稼働しているのです
が、コロナ禍もありましてシェアオフィスなどは利用
も増えております。
　次に次世代交通「しんゆりシャトル」についてご紹
介いたします。新百合ヶ丘には駅までの渋滞、住民
の高齢化、起伏の多い土地等、さまざまな課題や背景
があります。
　それから交通事業者側には、ドライバーの高齢化
やドライバー不足のような問題もありまして、そう
したことに鑑みてオンデマンド交通である「しんゆり
シャトル」に取り組んでおります。
　オンデマンド交通は、バスとタクシーの中間的な
存在で、乗り合いタクシーみたいなものになります。
　令和元年度より実証実験を実施していて、1回目は
無償で、2回目は有償で実験をしています。現在、移
動のデータとか、ご利用いただいた方のデータをとっ
ていまして、分析しつつ実用化の仕組みができない
かと検討している段階です。「しんゆりシャトル」と同
様のオンデマンド交通の取り組みは町田の山崎団地
でも行っています。

川崎市とのビジョン策定と	
具体的な取り組み

　続いて、本年、令和3（2021）年3月に国土交通省さ

図表7　川崎市内の小田急線路線図
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んの支援のもと、川崎市さんと策定して公表しまし
た「小田急沿線川崎エリアまちづくりビジョン」とそ
の取り組みについてご紹介いたします。
　図表8に、このビジョンについて細かく書いてあり、
詳細は割愛いたしますが、コロナ禍によるトレンドを
踏まえたものになっています。①若年層が将来の暮
らしを描きたくなる、②地域の担い手が生まれる・育
つ、③自然・文化・芸術などの固有コンテンツが生か
される、この3つの方向性を設定しています。
　これに基づく取り組みをいろいろ展開していると
ころですけれども、先ほどの饗庭さんのお話にもあっ
たように、将来の見通しが難しい環境下ということも
ありまして、取り組みは小さなところから試行的に導
入して、効果を検証しつつ改善を繰り返して、その上
で実際のサービスとして定着させていくというサイ
クルを回していきたいと考えています。
　本日は3つの施策を紹介させていただきます。
　1つ目が川崎市さんと進めました、電子チケット「生
田緑地おでかけチケット」です。コロナ禍で安全でゆ
とりのある移動手段の確保が必要であり、それから
オープンスペースである公園も注目を集めています。
そこで、市の所管施設である生田緑地内の日本民家
園の入園券と川崎市バスの1日乗車券を、電子チケッ
トのセット券にしまして、弊社のMaaSアプリEMotで

販売を開始しました。
　続きまして、「登戸・遊園ミライノバ」のご紹介です。
これは三密回避等の観点を踏まえた、賑わい空間の
確保の事例になります。
　登戸は区画整理事業をやっておりますので、その
中で道路や宅地として使用を開始していない市の管
理用地を活用しています。区画整理エリアに新しい
ビルがどんどん建っていますけれども、テナントが
偏るとか、テナントが入りづらいなどの課題も出てき
ておりますので、このエリアでのテナント出店に興味
を持つキッチンカー等の事業者の誘致を行うととも
に、その購買データを一般公開することによって、当
エリアへのテナント出店につなげるという効果も期
待しています。
　次に、自治会・町内会単位のSNS「いちのいち」のご
紹介です。
　コロナ禍で「地域のデジタル化」が重要なテーマに
なっているかと思いますが、こちらは自治会の回覧
板のデジタル化みたいなサービスになっています。
通常、回覧板だと一巡するのに数日かかると思いま
すが、「いちのいち」だとすぐに共有できます。
　今、神奈川県の秦野市で実証実験しているのです
が、川崎市でもある町会の一部で試行中と聞いてお
ります。自治会に多い高齢者の方々がSNSを使って

図表8　「小田急沿線川崎エリアまちづくりビジョン」概要
「小田急沿線川崎エリアビジョン」抜粋(令和3（2021）年3月22日リリース)
令和元年度より国交省・三菱総研監修のもと、川崎市と小田急電鉄で協議、

「目指すべき方向性」および「方向性に基づいた施策案」を公表、以後順次施策に着手

小田急沿線
川崎エリア

の特性

■強み：新百合ケ丘・向ケ丘遊園・登戸とい
う核になる拠点、豊富な地域資源（文化・
芸術・スポーツ・教育などの知的コンテ
ンツなど）、成熟したコミュニティ活動、
自然と都市が共存する環境　など

■弱み：急速な高齢化、移動の活性化を
阻む地形・インフラ、特徴的なにぎわ
い・商業施設　など

■事業機会：横浜市交3号線延伸による
新百合ケ丘の拠点性強化、登戸土地区
画整理事業、向ヶ丘遊園の跡地利用計
画　など

新型コロナ
による

トレンド

〈都市機能へのマイナスのインパクト〉
■通勤需要減、公共交通のサービス水準
低下の可能性

■買回り品、外食、旅行・インバウンド等の
需要が大幅減、集積機能の魅力低迷　等

〈居住地としてのプラスの可能性〉
■居住地選択における都市志向の弱まり
■生活圏における中間駅の重要性向上　等

大都市郊外
をとりまく

基本
トレンド

■人口減少の本格化、地域での消費・移
動需要減

■高齢化の深刻化による社会保障費の
拡大

→地域としての魅力減・財政の悪化

沿線価値向上に取り組む背景

エ
リ
ア
特
性
を
踏
ま
え
た
固
有
の
方
向
性

①若年層が将来の
暮らしの姿を描きたくなる
子どもや地域の大学生な
どの一時的な転入者が、将
来の居住地選択の際に、こ
のエリアに住みたくなるイ
メージの醸成

②地域の担い手が
生まれる・育つ

急速に高齢化が進む中での
コミュニティの維持・活性
化、エリアマネジメントなど
の取組が進む中での新たな
地域の担い手を育成・確保

③自然・文化・芸術
などの固有コンテンツ

が生かされる
沿線内の多様な地域資源を、
市内の人々が楽しみ、市外の
人々にとっても魅力を感じ
られるような磨き上げ

大
都
市
郊
外
部
共
通
の

課
題
に
対
す
る
方
向
性

地域特性を
生かし、地
域の抱える
課題・ニー
ズに対応

新たな課
題・ニー
ズに対応

中長期的
な課題・
ニーズに
対応

沿線価値向上の方向性

大都市郊外部における暮らしやすさ（安全安心利便性快適性）の追求

職住育近接の
住みやすい・

働きやすい環境

子供からインバウンドまで
豊かな緑のなかで1日中

楽しめる街

次世代の担い手
リーダー・
仲間づくり

学生にとって
楽しい街、学べる街、

活躍できる街

文化・芸術の街
としての

ブランド確立

ICTを活用した
多世代のコミュニティ

活性化

…

中核駅の機能
更新・高度化 …

： 解決すべきニーズ・課題の例

移動しやすさ
の確保 防災・減災

……

いつまでも自立的
で生き生き暮らせる

特
集
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いくことはハードルが高い部分もありますが、ご意見
を伺い、検証しながら、操作性などを試行錯誤してい
る段階です。
　新百合ヶ丘での駅周辺活性化の事例を、ご紹介さ
せていただきます。エリアの活性化など魅力向上を
目的に地元地権者企業、大手デベロッパー、大学及び
弊社を幹事としまして、平成30（2018）年に新百合ヶ
丘エリアマネジメントコンソーシアムを発足し、川崎
市さんと連携をしながら、さまざまな活動を実施し
ております。
　活動のうちの一つが「しんゆりフェスティバル・マ
ルシェ」です。コロナ禍前の平成30（2018）年から実
施しているものですが、駅前のペデストリアンデッ
キにマルシェのような形でお店を出し、多くのお客
様が来場するというイベントです。
　コロナ禍の影響を受けまして、昨年、本年と開催を
中止したり、規模を縮小したりして密にならないよう
にコロナ対策もいろいろ試行錯誤しながら断続的に
開催しているところです。
　このように駅前のオープンな空間を活用しながら、
ウォーカブルなまちづくりにも寄与していきたいと
考えております。
　弊社は地域の関係者の方々と共に、地域価値創造
型企業として、地域の社会課題に向き合って、沿線ま
ちづくりに貢献していく所存です。何かございまし
たら是非お声をかけていただきまして、一緒に連携
をしながらさまざまな課題に取り組んでいきたいと
思います。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。ご清
聴ありがとうございました。
鈴木（伸）　鈴木さん、どうもありがとうございまし
た。基調講演で饗庭さんからいただいた郊外がどう
変わっていくか、元にはなかなか戻らないという話
とかなり合致する部分もあったので、後ほど、パネル
ディスカッションで郊外のあり方についても議論し
たいと思います。
　それでは次に、みた・まちもりカフェ、認知症カ
フェ・地域カフェ交流連絡会代表の町田浩子さんから
「コロナ禍におけるコミュニティ活動、コロナ後の新
しいコミュニティ活動の可能性」についてご報告をい
ただきたいと思います。町田さん、よろしくお願いい
たします。

コロナ禍におけるコミュニティ
活動、コロナ後の新しい

コミュニティ活動の可能性

町田　先ほど、小田急電鉄の鈴木さんのお話の中で
ご紹介がありました向ヶ丘遊園の隣の駅、各駅停車
と準急しか停まらないのですが、生田という駅で、徒
歩圏内でコミュニティカフェ「みた・まちもりカフェ」
を共同運営しております町田浩子です。よろしくお
願いします。
　今日は「コロナ禍におけるコミュニティ活動、コロ
ナ禍の新しいコミュニティ活動の可能性」と題しまし
て、お話しさせていただきます。
　「みた・まちもりカフェ」というのは、最寄りの駅は
生田駅で、西三田団地という1,108戸の、川崎の中で
も3番目くらいのマンモス団地の地域の空き店舗を
利用して、平成25（2013）年から営業しております。
　西三田団地というのは、築50年で5階建てエレベー
ターなしということで、第1世代、私たちの父親たち
が入った世代は80代から90代と高齢化して、4､5階
で一人暮らしの方も多いです。
　デイサービスを受けるにしても5階までは行けませ
んと言われてしまって、デイサービス難民みたいな
人たちもいると聞いていますので、ちょっと住みづら
くなってきている。ただ緑が多くて病院も近いし、買
い物も便利ということで子育てもしやすい環境、とて
も素晴らしい環境で、私も子どもの頃から住んでい
ますが、大好きなところです。
　私たち地域住民は住み慣れた場所で、いつまでも
いきいきと暮らしていたい。そのためにはどうした
らいいだろうということを考えまして、たまたま平成
25（2013）年から国土交通省の空き家流通事業のモ
デル事業に参加することができまして、カフェを運
営するにいたりました。
　私たちは、最初、このカフェはおままごとみたいな
感覚でおもしろそうだからやってみようという感じ
でしたが、今やスタッフも「生きがいだわ」と言ってく
ださっています。
　みた・まちもりカフェは、カフェを支えるために「暮
らしのサポート」といいまして、地域の人たちの換気
扇の掃除とか草取りとかのお手伝いをして少し費用
をいただくということと、三田小学校で地域の寺子屋
事業、これは川崎市の事業ですけれども、そちらを請
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け負ったりしています。
　下の写真がみた・まちもりカフェの外観です。80
平米ほどで細長いところでございます。お客さんは、
どちらかというと高齢の男性が多いかなというイ
メージですけれども、幼稚園や保育園の送りの後に
ちょっと寄る方や、あと手話やケーキ教室など多彩
でした。食事会や歌声というのがすごく盛んで30席
ほどでしたが50人ほど入って、ぎっしりで、コロナの
前は皆楽しみにしてお酒もありで楽しんでやってく
ださっていました。

　居場所、交流場所があるとどういう良いことがあ
るかというと、会話やおしゃべりの中に困りごとがと
きどき出てくるのですね。なかなか、特に日本人は
人に助けてと言えないと思うのですが、そういうとこ
ろがキャッチできたりして、大きい問題になる前に行
政とかデイサービス事業所などにつなげていくこと
ができるという良いところがあると思います。
　困りごとが解消できるだけではなく、もちろん元気
な方たちは自分の趣味で講座を開いたり、前は電気
屋さんだった、大工さんだった方たちも暮らしのサ
ポートに積極的に参加してくださって、地域に貢献し
ていこうという場にもなっています。そういう仕組
みを自分たちで、参加者が作っていけるところが良
いかなと思っています。

コロナ禍で	
どのように活動を継続するか

　ところが、コロナで去年4月、5月は本当に断腸の思
いでしたが、緊急でお休みということになりました。
このときは、お客さんたちがどこにも行く場所がな
い。本当にこういうふうになってくると心身がやら
れてくるのです。体を動かさないということだけで

はなく、心がだんだん落ち込んで、ずっと、うつみた
いな状態になってしまって、何もする気がおきなくな
る。よくフレイルという言葉がありますが、そのよう
な状態になった方がすごく多い感じがしました。
　それで、休んでばっかりいてもしょうがないという
ことで、散歩のグループを作ってみたりしました。ま
た、この時、よく「フェイスシールドとか防護服があ
りません」という話があったので、皆でこれを作って
みようということで有志の方たちと作って、近くのク
リニックとかグループホームにお送りしました。
　自分たちもカフェを再開するためには、どうしたら
いいかということで園芸用の結束バンドでシールド
作りをしたりしました。これに関しては、後で県から
助成が出て、もっと素敵なアクリル板を買うことが
できました。
　その他の工夫としては、来たお客さんに消毒や検
温をしてもらって、検温した方には名前を書いてもら
うようにしています。もちろん任意ですけれども、万
が一、カフェでコロナ感染者が出たのではないかと
いう状況になった場合に、そのときにいたお客さん
を把握できるといいなということから、名前を書いて
いただくことにしています。皆さん嫌がるかと思い
ましたが、書くのを嫌がったお客さんは、私の知る限
りでは2人だけでした。
　他の工夫としてはZoomによるハイブリットでの
講座。たくさんが集まる講座がなかなかできないの
で、Zoomを利用して、その場にはいないけれども参

町田（中園）浩子さん
みた・まちもりカフェ共同経営者、認知症カフェ・地域カフェ交
流連絡会代表、行政書士
ほとんど地域のことに関心がなかったが、10年ほど前から同
居の叔父や父が認知症になり、介護を中心とした孤立生活を送
る。友人の差し入れなどに助けてもらえることに感激。知り
えた情報を交換したり、地域で助け合う必要性を強く感じ、専
修大学KSアカデミーを受講、NPO法人ぐらす・かわさき理事、
理事長を経て三田・サポートわなりに参加。仲間と共同で運営
している。

みた・まちもりカフェ外観
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加してもらうという形でやったりしています。これ
は前からやっていましたが、これをさらにレベルアッ
プして対応するという形になっています。コロナ禍
でもオンライン開催ができるように県からiPadや
Zoomサポートの助成があったのも助かりました。
　認知症カフェもやっているのですけれども、それ
に関してもちょっと遠方からの参加者も可能になり
ました。特にこの認知症カフェの連絡会では、Zoom
は無料だと時間が短いのですが、有料で長く使える
ものとか、スピーカーフォンを「かわさき市民しきん」
というところのサポートで買うことができたりして
います。
　カフェでは、ちょっと前に話題になりましたワク
チンのネット予約のお手伝いをしました。たくさん
カフェに来ていただきたいというのがありまして、
「是非お手伝いしますよ」ということで、さらには、
あちこち病院を調べて電話をかけるのを手伝ったり
したのですけれども、なかなか予約ができなかった
りして、「もういいよ」と諦めてしまう方もいたりし
ました。
　そのときに「高齢者にこんなことをさせるなんて、
ひどいじゃないか」と思った半面、一方で、88歳の
方でもZoomで飲み会をやっているよというおじい
ちゃんもいて、諦めてはいけないのではないかとい
う気がしました。
　何でもやろうと思えばできる。飲み会をやりたい
と思ったら、是が非でも使い方を聞いて、勉強して自
分でできるようになって楽しんでいるという方もい
らっしゃったので、諦めるというよりは、やってみよ
う！それをサポートしよう！というふうに動ければい
いなと思っています。

コミュニティをつなげる

　それから、先ほどの小田急電鉄の鈴木さんの話と
の関連で、小田急バスの話なのですが、昨年の秋に
9時から15時の間のバス運行が1時間に2本だったも
のがついに1時間に1本になってしまいました。そう
なると私たちも足がなくなってしまうので困ります。
坂道なので特にお年寄りは自転車もなかなか乗れま
せんし、困ったと思いまして、小田急バスに署名活動
をして持っていったりもしたのですが、経済的に厳し
いということでした。
　どうしたらいいのだろうと思いながら、議員さんと

話し合ったりしていて、コミュニティバスなどどうだ
ろうという状況にあるので、先ほど小田急の鈴木さ
んから話のあったオンデマンドバスなどとても興味
があります。
　なぜコミュニティに交通が関係してくるのか、コ
ミュニティで完結すればいいじゃないかという考え
もあるかもしれないですが、コミュニティとコミュニ
ティがバラバラにあって、その間をつなぐというの
が交通機関と考えています。交通手段があると、ま
たひとつのコミュニティが分厚くなっていく。いろ
いろ情報交換もできますので、是非とも必要だと思っ
ています。
　このコロナ後の新しい活動の可能性として、先ほ
ど述べましたオンラインの活用があります。本当は
みんな集まった方が楽しいし、いいのではないかと
いうのはあります。でも、やってみたら意外と遠方か
ら参加してもらうことができたり、あと体がちょっと
不自由でカフェまで来られないという方がオンライ
ンを使えば、皆と楽しいことを共有できたり、そうい
ういいこともあると実感しています。
　また、小さい赤ちゃんをもったお母さんたちが遠
くの病院まで行くよりは、近くのカフェでオンライン
診療の診察が受けられるような、そのような窓口に
なれたらいいなと思っています。
　あとは部屋の中が密でダメなら、外があるではな
いかということで、「ポールウォーキング」という講座
がもともとあったのですが、ポールウォーキングをし
たついでにお買い物もしてみようとすると、いろいろ
な知らないスーパーマーケットなどに行けるという
ことで、結構楽しんで皆参加してくれています。
　散歩しながら、まちをきれいにしようということ
で、ごみ拾いなどを始めています。
　今後望まれることですけれども、昔、東京オリン

ポールウォーキング講座の様子
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ピックのときにいっせいにテレビがついたと聞いた
ことがあるのですが、どうしてもオンラインの環境と
いうのは、テレビのチャンネルを回せば、スイッチを
入れればというようにはなっていないので、その環
境を充実させるということが、とても大変だという気
がします。
　まだ、自治体もそんなに進んできていないようで
すし、Wi-Fiがつながっていないところも多いです。
そこを充実させるのと、スマホ、パソコンの習得に対
して、どれだけ助成してもらえるかも気になるところ
です。
　スマホとかパソコンをテレビ並みに簡単な操作で
使用できる「第3の機器」。先ほど小田急電鉄の鈴木
さんでそのような仕組みを検討しているというお話
でしたけれども、他の企業さんでも今いろいろ考え
ているみたいなので、本当に利用してみたいなと思い
ました。見守りという点でも利用できると思います。
　あと、交通手段の拡充。先ほども言いましたけれ
ども、コミュニティ同士を結ぶということはとても大
切なことだと思います。コミュニティ交通、コミュニ
ティバスとか、交通、路線を変えてみるとか、デイサー
ビスの全然使われていない時間帯のバスを利用する
とか、上手い具合にいかないかなと思っています。

人にとっての居場所の確保

　まとめですけれども、人にとって居場所というの
はこれからも本当に重要だと思います。自分が必要
とされる場所、自分が何かをやりたいと思ったときに
仲間を得られる場所というのは本当に素晴らしいも
のですし、落ち込んでも、そんなこと気にしなくてい
いんだよと言ってくれる仲間がいるだけでも、人間は
随分楽になるというふうに思います。本当は密が楽
しいですけれども、できない場合には少数でたくさ
ん居場所を作るとか、オンラインにそういう場所を
求めるとか、室外の活動を増やすということで工夫
していけるかなと思います。
　こういういろいろな選択肢のうち、カフェというの
は一つの場所で、一個しかないですが、いろいろな選
択肢が増えると、その選択肢が使える、今まで使えな
かった人が参加できることになってコミュニティの
参加者の厚みも増すと思います。コミュニティ同士
をつないでいくことも大切で広がりができていくの
ではないかと思います。

　コロナで今本当に大変な時期になっています。こ
の時期にコミュニティを考えるということはとても
大切で、それをコロナごときにつぶされるのではな
く、禍転じて福となすではないですけれども、人間の
英知でいろいろな活動がもっと活発になっていくよ
うにできたらいいなと思います。
　私自身もいろいろな仲間と集うことによって、うま
くいきそうな方向を見つけていけるのではないかと
いうことで、私の話は終わらせていただきます。あり
がとうございました。
鈴木（伸）　町田さん、どうもありがとうございまし
た。支え合う場所、セーフティネットとしての居場所
といってもいいと思うのですけれども、コロナで非常
に大きな影響を受けたということがよくわかりまし
た。ありがとうございます。
　続きまして、特定非営利活動法人まちづくり情報
センターかながわ、アリスセンターと呼んでおりま
すけれども、理事長の内海宏さんから「コロナ禍への
市民団体等の対応からみた、コロナ後の市民の暮ら
しのありよう」について、ご報告をいただきたいと思
います。内海さん、よろしくお願いします。

コロナ禍への市民団体等の
対応からみた、コロナ後の
市民の暮らしのありよう

内海　今日は、はじめに、市民団体へのアンケートの
結果を踏まえて、こうした団体がコロナ禍でどういう
問題で非常に困っていたのかという事例をお話しし
ます。その上で、先ほど饗庭さんからなかなか先行
きが見えないという話もありましたけれども、コロナ
後の市民の暮らしとまちづくりについて、いくつか言
えることを発言したいと思っています。
　ちょうど去年の4月、5月の緊急事態宣言の頃、市
民団体の実態がよくわからない、それから市民活動
団体の補助を行おうと思っているけれども、なかな
か何に困っているのか、行政の方もわからないとい
うこともあり、急遽、市民活動団体のアンケートをす
ることにしました。
　これはWebによるアンケートだったので、アリス
センターに登録をした団体を対象に1回目を行い（令
和2（2020）年4月29日～5月8日）、2回目は半年後に
行いました（令和2（2020）年11月10日～12月13日）。
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いずれも35件前後の回収状況でした。
　このアンケートは困難を抱える高齢者や、障害者、
外国人の支援をしているような団体や当事者がどん
なことに困っているのか、両方の困りごとを調べて、
その結果を県内の市町村に政策提言を行う形で使っ
ています。
　回答した団体は、市民団体等を支援する法人、中間
支援的なところが非常に多く、それからその他の法
人としては、団体として直接カフェを開く団体など、
いろいろな団体が含まれています。

収入減少に直面する	
要支援者

　図表9の要支援者については、2回目のデータで、
「改善している」というのもありましたが「改善してい
ない」というのは40％弱で一番多い状況でした。
　1回目より悪化している状況が非常に際立っている
のは、生活困窮者やジェンダー相談、外国籍市民の方
への支援などを行っている団体で、それから収入減
少などとなっています。
　当初、NPO法人で持続化給付金がもらえるかわか
らなかったけれども、事業をやっていれば、NPO法
人でも持続化給付金がもらえるということが全国の
ネットワークの中で明らかになったので、その情報を
いろいろな団体に送りました。収入減少というのは
非常に大きな問題でありました。
　それから、高齢者の支援を行っている団体では、
なかなか外出できず、そこら辺が問題になっていま
した。
　図表10は、中間支援をやっているような支援団体
の活動状況を示しています。5月との比較の上で見る
と、「やや改善している」というのが増えていましたけ
れども、これも今やるとまたもう少し悪い状況だと

思います。
　具体的には「活動拠点の家賃の減免」とか「財政的、
経済的な支援」という財政的な点がやはり非常に大き
な課題となっています。
　それから活動継続ではハイブリット化を図ってい
る団体もみられます。また、先ほどのご報告にもあり
ましたけれども、感染予防対策をきちんと講じた上
で施設、拠点を開くということをかなりやり始めてい
ます。具体的には、テイクアウトを導入するとか、テ
レワークでのおしゃべり会など、テレワークでも使い
方がかなり拡大したということがあったと思います。
　その他、中・長期を見通した団体支援のことで、決
定的なものはなかなかなかったと言えます。また、
オンラインをうまく導入するという話のほかに、カ

内海  宏さん
特定非営利活動法人まちづくり情報センターかながわ（アリス
センター）理事長

（株）地域計画研究所 代表取締役。横浜市まちづくりコーディ
ネーター、都市農地活用・保全アドバイザー、（特非）横浜プラ
ンナーズネットワーク副理事長、（社福）いずみ苗場の会理事、
横浜国大非常勤講師など。地域では、小中学校ＰＴＡ会長、学
校運営協議会委員、町内会副会長、神社総代などを歴任。「さま
ざまな立場の住民が地域で豊かに暮らせる」にこだわる。コン
サルティング・調査業務を実施する傍ら、まち普請や地域緑の
まちづくり・農あるまちづくり等の支援、まちづくりフォーラ
ムや地域づくり大学校等のコーディネート、自治会役員を対象
とした担い手研修、市民協働のあり方等をテーマとする職員研
修なども務める。

図表9　要支援者の置かれた状況（5月との比較） 図表10　支援団体の活動状況（5月との比較）

改善して
いる
30.8%

やや
改善して
いる
42.9%

どちら
でもない
30.8%

どちら
でもない
28.6%

改善して
いない
38.5%

あまり
改善して
いない
28.5%
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フェ運営でいうと、人数制限をしたり、予約制をとっ
たりしている団体が非常に多く、売り上げも半分以
下、3分の1くらいになっていて、問題が非常に深刻化
しています。

コロナ禍で	
市民団体はいかに活動しているか

　いくつかの団体の事例を紹介していきます。はじ
めに戸塚の「こまちカフェ」の取り組みです。緊急事
態宣言が出た令和2（2020）年4月頃は、意識も非常に
低くなって、お店もずっと締める状況が続きました。
その中で、オンラインショップの開設だとか、5月に
入るといち早く知らせて、おしゃべり会等も有料でオ
ンラインを使ってやることになりました。
　このとき、すぐに経済的にショートするとわかって
いたので、クラウドファンディングをいち早く導入
して80万円ほど、2か月くらいの運転資金を集めまし
た。それ以降カフェ自体もオンライン予約を受けた
り、イベントもスペースの作り方を変えたりというこ
とを徐々にやっています。今もコロナがある中での

新しい事業展開の道筋を見出そうということでチャ
レンジングにやっています。
　次に、港北区の「大倉山ミエル」です。先ほどの「こ
まちカフェ」はカフェ運営だけで、1,200万円くらい
で回していますが、ここは300～400万円くらいで回
している拠点です。それでもZoomを使ったものと
か、予約制とし1日5組限定でカフェを行うとか、空き
地や空き家を使ったミニイベントを子ども向けで展
開するとか、非常にいろいろな形でやっています。
　オンラインは障害者や、遠くにいる人がなかなか
駆けつけられないというときには非常に役立つ、非
常に心強い武器になったと思います。ただ、気持ち
を伝えるとか、心を通わすということは充分できなく
て、どうもしっくりこない。そういう状況がこの中で
もだいぶあったと思います。
　次に、川崎市の「子ども夢パーク」です。公共施設
のほとんどが閉鎖された状況もあり、学校も休校状
態で、子どもは行き場を無くした中で、「子ども夢パー
ク」は、子どもの責任で自由に遊び、学ぶことのでき
る居場所として、開設し続けた唯一といっていいほど

図表11　こども夢パークで寄せられた子どもたちの声
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の事例です。
　「子ども夢パーク」は①子どもの活動拠点、②プレー
パーク、③フリースペースえんという3本柱としてお
り、食事もする施設です。
　密を避けるような工夫をしながら、何とか1回も休
まずに開館しました。体を動かしたいのに動かせな
い、近所の公園で遊ぶにもお年寄りから「ダメだよ。
遊んじゃ」と言われてがっくりして家に帰る、子ども
たちはそういうことを繰り返していたので、「開いて
いるだけでいい」という声が多くあがりました（図表
11）。
　それからオープンスペースの中には、ラジオ体操
のようなものを継続して1回も休まずにしていたとい
うケースは比較的多かった。
　実際、美晴台という港南区の公園の利用では、普段
は10人くらいで体操をしていて、夏休みになると子
どもたちがこれに加わるということで、2メートルは
ディスタンスをとって、マスクをした状態で継続し
ていました。
　全国都市公園整備促進協議会も、公園を使った新
たな日常を取り戻そうということで、健康づくり、花
壇づくり、生き物探しとかアウトドアライフの一端を
担うということだとか、密にならないで多様に公園を
使い回すみたいなキャンペーンをやっています。
　農園作業という事例もあります。在宅ワークが増
えたことで、横浜のあちこちで市民農園ニーズが高
まっていて、今は足りない状況になっています。子ど

もと一緒に農作業をしたりしています。
　南区にある六ツ川野外サロン・朝市サロンという活
動は、個々の農園というよりは、地域の中で居場所が
なくなった、孤立した高齢者の取り組みとして重要
ではないかと始めたもので、週1回の活動を1回も休
むことなく続けています。1時間くらいとっていた休
憩時間を30分くらいに短縮し、会話の際にはマスク
ということで、なんとか継続してきました。
　ただ、朝市サロンは、さすがに大人数が密な状態に
なるので、中止しています。今も、緊急事態宣言が出
たので再開ができずにいます。
　最近は横浜でも、郊外で移動販売が大きくクロー
ズアップされています。コロナ禍にショッピングセ
ンターやデパ地下で買い物をしなくても、身近なと
ころで買い物ができるので、高齢者には非常にあり
がたい存在だということです。
　泉区の例ですけれども、移動販売での買い物のつ
いでに、高齢者施設の高齢者と交流するサロンをセッ
トでやっています。それから自治会の中では、空き家
を使ってカフェをやって、そのカフェに来た人たちが
買い物をする形の取り組みが増えてきています。
　それから、つながりづくり・コミュニケーションと
いうことで、先ほどから話に出ているオンラインの取
り組みです。「コミュニティだんだん」というNPO法人
では、スマホの使い方講座について、専門学校の学生
を集め、講師になってもらい、高齢者に教える「孫セ
ラピー」というスマホの使い方講座を月に1、2回やっ

図表12　コロナ後の市民の暮らし、まちづくり（展望）
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ています。孫のような方から親身にお年寄りが学べ
るので人気講座となっています。
　それから、私はもう一つ、「横浜プランナーズネッ
トワーク」を組織しており、令和2（2020）年5月に、「コ
ロナ時代のまちづくり連続講座」として、一番大変
な時期に何で困っているのかZoomで意見交換を行
いました。第1回目は、皆とにかく困っている状況で
200名以上の参加がありました。
　「こまちカフェ」はそこまでやっているのか、うちで
も取り入れようとか、お弁当販売はこうするといいで
すよ、みたいな話も出て、有意義な講座でした。これ
を全5回で取り組みました。このときのやりとりが横
浜市のNPO法人活動緊急助成金の組立て（遡っての
助成等）に非常に役立ったと思います。

地域での暮らしの重要性	
小規模分散へ

　これは後ほどの議論と関わるところがあるので、
ざっと言いますと、地域での暮らしというのはこれか
らますます重視される。しかも在宅ワークをする人
がいて、仕事だけ一途にやるわけにもいかないので、
地域がどういうところか、何か自分にできることはな
いかと考える人がだいぶ増えたと思います（図表12）。
　これからの暮らしのキーワードとして、先ほどの饗
庭さんの話から、大規模集中というよりは、小規模分
散ということがあり、密度の話ともリンクすると思い
ますけれども、低密化の住まい方というのが、今後出
てくるのではないかと思います。
　そういうことを裏付ける話が、「リアルとオンライ
ンの併用」、「多様な居場所を屋外も含めて生み出す」、
「オープンスペースを上手く利活用する」、「ウォーカ
ブルなまちづくり」ということで自転車だとか散策み
たいなものの考え方をもう少し広げていくようなこ
と、そのようなことがこれからは非常に大事になって
くると思います。
　将来を大上段に見通せない中では、とりあえずこの
ようことをやっていけたら、その先に何か見えてくる
かなというような感じで考えております。以上です。
鈴木（伸）　内海さん、どうもありがとうございまし
た。それではここからパネルディスカッションに移っ
ていきたいと思います。ここからは川崎市の方にも
ディスカッションに入っていただきながら、議論を進
めていきたいと思います。

パネル
ディスカッション

鈴木（伸）　最初に、饗庭さんの基調講演でも都市の
ありようも少しずつ変わりつつあるのではないかと
いう話がありましたし、小田急電鉄の鈴木さんの発
表の中でも乗降客数が2割くらい減少したことを前提
に郊外のまちづくりを考えていくというようなお話
がありました。やはり郊外のありようというのがだ
いぶ変わってくるのではないかというようなお話が
共通していたのではないかと思います。
　そのあたりについて、饗庭さんからこれからの郊
外についてコメントがあればお話しいただければと
思います。

大都市郊外部と	
新型コロナウイルス感染症

饗庭　ありがとうございます。いろいろなことが言
えると思うのですが、大都市の郊外のイメージにつ
いて、特に東京の郊外を見ていると、電車もかなり細
かいところまで入ってきていますし、コンビニエンス
ストアも散らばっていますし、そもそもコロナが来て
も大丈夫なまちだったのではないかと思います。
　基礎体力があったというか、免疫力があったとい
うか、回復力があったというか。そういうことだった

鈴木伸治さん
横浜市立大学都市社会文化研究科教授
1968年大阪生まれ。京都大学工学部建築学科卒業。東京大学
大学大学院を修了後、東京大学助手、関東学院大学工学部助教
授、横浜市立大学准教授を経て、2013年より現職。専門は都
市計画・都市デザイン・歴史的環境保全。著作に『都市の遺産と
まちづくり　アジア大都市の歴史保全』（編著、春風社、2017）

『今、田村明を読む』（編著、春風社、2016）『創造性が都市を変
える』（編著、学芸出版社2010）『都市の風景計画』（共著、学芸
出版社、2003年）など。NPO法人黄金町エリアマネジメント
センター副理事長、公益財団法人横浜歴史資産調査会理事など
をつとめる。
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と思っています。だから、これからすごく大きく変わ
るというよりは、これは良かったねという話ではない
かと思っていて、おそらくもうちょっとコロナがひど
くなるときもあるだろうし、良くなるときもあると思
うのですが、それぐらいの幅をうまく吸収できるのが
大都市圏周辺の郊外だったのではないかと思ってい
ます。
　それは無意識に何とかなっていたということだと
思うので、学者の立場としては、それをちゃんと言語
化して「ここが良かった」と言いたいと思っているの
ですけれども、かなりいい感じのまちを私たちはつ
くっていたということが、偽らざる感想です。
鈴木（伸）　鈴木さん、生活圏が小さくなってくると
いうようなお話もありましたが、実際、移動の距離な
ども含めて、鉄道事業者の実感するところではある
のですか。
鈴木（都）　そうですね、一人ひとりのトリップがど
う変わっているかというデータは手元にはないです
けれども、おそらくは郊外から都心というある程度
のトリップだったのが、短く小まめな、しかも都心方
向に一方通行ではなくて、下りも含めて、自分のとこ
ろとそれからその両隣のところを行き来するような
流れになっているのではないかと推察します。
鈴木（伸）　やはりそういう意味では、郊外のベッド
タウンから都心に通うというステレオタイプな見方
を変えていかなければならないと思います。内海さ
んはいかがですか。

郊外を	
どう見直していくか

内海　以前、横浜市栄区の庄戸という、交通機関から
すごく遠い住宅地の再生みたいな話をやっていまし
た。そのときの議論も、通勤・通学をするということ
を前提にした人に来てくださいといっても、働き盛り
の若い人は駅近を選択してしまうということでした。
そうではない人に対してこのような快適な暮らし方
ができますということを提案し、新たに来てくれる人
が出始めていたので、見方を変えていく必要はある
と思います。
　例えば、不動産屋の常識で、駅から8分以内と8分
以上では雲泥の差があり、横浜市旭区の左近山で何
かやろうとしても難しいですよねと冷たく言われて
しまいます。

　空き家状態がなかなか解消しない問題もあったの
ですけれども、そこが新しい、駅近ではなくても、こ
ういう暮らし方ができるということを少しメッセー
ジとして出していかないと、なかなかそれが大きな
流れにはならないのかなと思います。
　それが地域の魅力であったり、自然であったり、そ
ういうものを使うというか、そういうことが少しある
のかなということで、郊外住宅の魅力って何かと言
われれば、駅近のケースと、駅から遠いケースでは全
然違うのかなと思います。
鈴木（伸）　確かに駅から遠い住宅地というのは首都
圏では特に高度成長期にたくさん作られて、大型の
団地がかなり厳しい状況にあったりしていますね。
内海　そうですね。横浜市内にはそういう住宅が多
くあるわけです。

郊外のまちづくりと	
モビリティ

鈴木（伸）　そういうところは、なかなかコンビニがな
かったり、あまり多様性ある場でなかったりすること
もあって、郊外とはいっても、郊外の駅周辺とそれ以
外ではだいぶ差が出てくるように思います。そこで、
先ほどの町田さんのお話の中でも移動の問題が結構
重要だというお話もありましたけれども、やはり町田
さん、そういう生活の中のコロナ禍でもそういった移
動の問題というのは重要だと思われますか。
町田　そうですね。先ほども言いましたが、コミュ
ニティとコミュニティとをつなぐ線になりますので、
特に西三田団地は距離的には駅から若い人なら歩い
て10分くらいで着くところですが、ものすごい坂が
あるので、高齢者にとってはバスが便利で、帰りが特
に坂になってしまうので、バスがあったときは、ドア
トゥードアで病院にも通えるような、すごく便利だっ
たのですが、そこがうまくいかなくなっているところ
が、残念な感じですね。
　特に生田駅周辺にあった大きい銀行がこの暮れあ
たりに2つとも無くなってしまう情報が入っていまし
て、ますます「新宿から25分圏内なのにこんなになっ
てしまうの」みたいな状況はあります。
鈴木（伸）　そのあたり、郊外のモビリティの問題は
沿線まちづくりでも大きな問題だと思いますが、鈴
木さんいかがでしょうか。
鈴木（都）　そうですね。小田急線でも団地がいろい
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ろなところにございますし、それから町田さんがおっ
しゃるように山坂の多いところに多くの住宅があり
ます。
　私どもはラストワンマイルとよく言っているんで
すが、鉄道で来て、そこからラストのワンマイル分の
2次交通のようなところでサービスをどのように提供
していくかという議論をしています。
　一方で先ほどお話ししましたように、バス会社は
長期的に見ると、人材不足とバス運転手の高齢化と
いう構造的な問題がある上にこのコロナ禍があった
ので、非常に厳しくなっている状況です。
　我々もいろいろ試行錯誤している状態ではありま
すが、国土交通省の支援もいただきながらMaaSアプ
リや先ほどお話したオンデマンド交通とか、あとは
駅の近くに電動のシェアサイクルを配置したりして、
お客様の動向を見ながら、取り組みを進めている段
階です。

　町田さんや内海さんがおっしゃるように、交通の
課題があるということは強く認識しておりまして、そ
の解決に向けて今いろいろやっている状態です。
鈴木（伸）　そうですね。饗庭さんのお話の中でも公
共交通と自転車の話、モビリティに関わるようなお話
がありましたけれども、今のお話を聞かれて、これか
らの主に郊外のモビリティについて何かコメントは
ありますか。

コロナで移動の考え方が	
変わっていく？

饗庭　あえて違うことを言うと、高齢者のモビリティ
の話は割とはっきりとした問題ですし、なるべく楽
に運んであげるということが大事だと思います。一
方、それ以外の自宅にこもっている人にとっては、外

に出ることの意味が違いますよね。自宅にいても体
を動かさなきゃいけないから、あえていつも車で行っ
ていたコンビニに歩いていってみるとか、いつもと違
うところを歩いてみるとか、ちょっと自転車を始めて
みるとか。そういうことがあったと思います。そこ
に可能性があると思っていて、それをうまくサポート
するような施策ができると良くなるのではないかと
思って聞いていました。
鈴木（伸）　そうですね。確かにそれまでの行く場所
が大きく変わってきた。私は鶴見川の近くに住んで
いますが、鶴見川の川べりにたくさん人が押し寄せ
ました。自転車でたくさんの人が来るなど、コロナの
状況下で人の移動も大きく変わってきています。そ
れをどういう変化につなげていくのかということが
大事になってくるのではないかと思いました。この
ような郊外のあり方、モビリティの問題について、川
崎市の方からもできればコメントをいただければと
思います。岡田さん、いかがでしょうか。
岡田　川崎市の麻生区役所の岡田と申します。突然
の指名で準備もしていなかったですけれども、コロ
ナ禍における郊外のまちづくりということで、麻生区
においてもこれまでさまざまな市民との協働事業と
して、「市民提案型協働事業」の取り組みを行ってき
ました。
　今日の話の中でも「みた・まちもりカフェ」は三田団
地ですね。ここは多摩区の中の大きな団地ですし、
今日も実は参加していただいている麻生台団地。や
はりここも小田急線柿生駅から徒歩15分かかる丘陵
部の上に大きな団地が形成されているということで、
そこで抱えているのは高齢化の問題ですね。
　コロナ以前から高齢化が進んでいて、実は麻生区
は川崎市の中で最も高齢化が進んでいる行政区で、
コロナ禍で何をしなければいけないか、市民の皆さ
ん、団体の皆さんから協働事業の提案を受けて、それ
を審査して行政と一緒に解決をしていくという取り
組みを今年度も行っています。
　その麻生台団地では、町会、自治会やさまざまな
サークルがまとまって、「麻団KIZUNA」ネットワーク
という団体を作って、団地の管理事務所の空いたス
ペースを使いながら、電話による相談とか、生活のサ
ポートみたいなものを組み合わせた居場所づくりの
取り組みをうまくやっていたり、岡上というところで
もグリーンツーリズムということをテーマに、各地域

オンデマンド交通「しんゆりシャトル」
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でコロナ禍でもコミュニティづくりの活動を始めて
いたりしています。
　その郊外団地、郊外住宅の中でもそのような住民
の活動をどうやって活性化させるかというところが
郊外のさらに魅力のあるま
ちづくりにつながるのかな
と思います。
　やはり交通の問題という
のは非常に悩ましい課題で
して、今日も小田急電鉄の
鈴木さんのお話もありまし
たけれども、今麻生区でも
エリアマネジメントコンソーシアムの皆さん、小田
急電鉄の皆さんを含めて、そのような郊外の住宅の
拠点と駅とをどうやって結んでいくか、そんな取り組
みについて議論は進めているのですけれども、やは
りここも事業採算をどう取っていくかということで
は難しい課題があるので、行政も含めて鉄道事業者
さん、交通事業者さん、もしくは市民の皆さんも入っ
て、一緒に検討しなければいけない課題なのだと思
いました。以上でございます。

郊外で	
お互いを支えていく仕組み

鈴木（伸）　ありがとうございます。今、岡田さんの
コメントの中にもありましたけれども、郊外で、お
互いを支えて行く仕組みの話、それからオープン
スペースを活用していくようなお話、このあたりを
ディスカッションの後半で焦点をあてていきたいと
思います。
　はじめに、セーフティネットとしての居場所の話を
できればしたいと思うのですけれども、このコロナの
状況下においても、居場所作りが非常に重要だとい
うお話が町田さんの方からありましたけれども、改め
て、コロナ禍でも諦めない居場所の作り方について、
町田さんの方からコメントいただけますでしょうか。
町田　この状況で居場所を新たに作っていくという
のは難しいといえば難しいですね。私は川崎市の多
摩区で地域カフェの連絡会をやっているのですけれ
ども、これまで私たちが把握している団体が29あっ
た中で、今もやっているという団体が3つあるかない
かという状況です。それぐらい減ってきてしまって
いる。コロナとは関係なく、高齢化というのもあるの

ですけれども、やっぱり一旦閉じてしまうと、もう一
回開くのにはものすごいエネルギーがいるのです。
　先ほど内海さんの方から、継続がすごく大切という
お話があったのですけれども、コロナの中で、ちょっ
とずつでも顔を合わせる、ボランティア同士、ワーク
スタッフ同士、1日1時間でもいいから開けておくな
どということを今もし続けている団体がいるとした
ら、それがすごく必要です。気持ちが萎えてしまうと、
もう立ち上がれなくなってしまうと思います。
鈴木（伸）　内海さん、支え合う場として居場所を継
続することについて、少しコメントをお願いできます
でしょうか。
内海　意外と若い人がやっている居場所については、
継続に向けた取り組みをかなり積極的にやっている
のですが、お年寄りがお年寄りを支えるようなコミュ
ニティカフェはほとんど休止状況です。
　ただ、代表の人が心配なお年寄りがいるとそこに
電話をしたり、食べ物を届けたりするなど、個人的に
はやっている人もかなりいるみたいです。
　なかなか難しい中で、どうしたらいいのかというと
ころでは、それこそ先ほどの「こまちカフェ」とかもカ
フェ運営の仕方そのものとか、役員の役職の作り方、
それでお金を得ている人の人数だとか、考え方をガ
ラッと変えるというか、そういうところまでやってい
るところも結構あります。
　たいして休まずに続けたのは、結局若い人がやっ
ているところで、何とかよたよたしながらも意外と継
続的にしっかりとその後のことも見通しながらやっ
ていたかなと思います。
　ただ、採算がとれる形で持続しないと、なかなか難
しいことも一面事実ではあるので、そこがどのくらい
安定的に、財政的にもつかというところは結構今み
んな深刻に悩んでいます。やっぱり人数の問題は一
番大きいですからね。

支えあう	
仕組みとしてのDX

鈴木（伸）　そうですね。支え合う仕組みを継続する
という面でいうと、小田急さんがやろうとしている町
内会のいわゆるDXですか。デジタル化の支援みたい
な取り組みもすごく可能性があるようにも思うので
すけれども、そういう地域のつながり作りに鉄道事業
者として、どう関わっていきたいと考えていますか。

川崎市麻生区役所　副区長
岡田実
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鈴木（都）　私どもはそもそも鉄道会社ですので、駅
という点と鉄道という線でお客様とは接点をもって
いたのですけれども、当たり前ですが、よくよく考え
てみると沿線にたくさんの方がお住まいで、もっと面
で接点をもって、沿線と関わっていく必要があるだろ
うと考えています。沿線に価値を創造していくと言
うとちょっとかっこいい言い方ですが、何かお手伝い
ができることはないかということをどんどん見出し
ていきたいと思っています。
　そういう意味では、先ほど申し上げました自治会
の回覧板のDXですね。そういったお困りごとのよう
なことでデジタルで解決できることがあれば、どん
どんチャレンジをしていきたいと思っています。
　それにもいろいろ課題がありまして、オンデマン
ドバスもそうですけれども、ご紹介した「いちのいち」
も全部がスマホのアプリを使うものなのですね。
　そうするとお年寄りはどうしてもハードルが高く
なってしまうので、過渡期的かもしれませんが、我々
も使いやすさを工夫すると同時に、先ほどもスマホ
教室というお話もありましたけれども、お年寄りのデ
ジタル利用促進をお手伝いするような取り組みもで
きればいいかなと思っています。

維持することと、	
新しい可能性を掘り起こす

鈴木（伸）　饗庭さん、いかがでしょう。こういう郊外
のつながり、お互いを支える仕組みをコロナ禍でど
う維持していくかということについては、どのように
お考えでしょうか。
饗庭　基本的に皆さんがおっしゃっていることは正
しいことなので、付け加えることはやめて、ちょっと
違う視点から話します。
　今、鈴木さんの方からも「維持する」という言葉が
あったかと思いますが、今まで市民の人たちが力も
入れて、いい仕組みができていて、それがちょっとつ
ぶれそうなところを維持するのはすごく大事だと思
います。
　一方で、少し先のことを見ると、とにかく時代が
ゆっくりだけど変わってきているということは間違
いがなさそうです。
　もしかしたら地域の中に新しいアクターがいるか
もしれない。都心でばりばり焼鳥屋をやっていたお
じさんが、新型コロナでお店を閉めることになって地

元に戻ってきて、地元で何かやりたいと思っているか
もしれないので、そういう人に焼鳥を売りながらで
いいから、ちょっと地域をつなげるようなお店をやっ
てよというふうに、うまく資源と情報と人がつながれ
ば、違う地域ができてくると思うのですよね。
　そういう芽をいかに早く見つけて、いかにそれを
行政が持っている資源に結びつけるか。それがどれ
ぐらいテンポよく早くできるかが大事なのではない
かと思っています。
　新しい可能性をどう掘り起こせるかということを
地域の中できょろきょろしながらやっていただける
といいのではないかと思いました。
鈴木（伸）　確かにコロナで緊急事態宣言が出た頃に
近隣の商店街のお店などに注目が集まったりして、
そのようなお店がいろいろな人が集まるサードプレ
イス的な役割を果たしているというお話もあったか
もしれませんが、結構そういうお店もかなり状況的
に厳しいですよね。
　何かそういうつながりを再構築するときに新しい
プレーヤーが出てくるというのは期待したいところ
ではあると思います。
饗庭　今までだと、焼鳥屋のおやじにコミュニティ
カフェをやらせるというときに、稼いではいけないと
行政は言っていたと思います。助成金を出すから稼
ぐなと言ったと思うのですけれども、今はそれどころ
ではないので、たぶんそこのルールが変わっていく
はずです。「別に焼鳥は売ってもいいから、コミュニ
ティカフェもやって」と社会が変わっていくと思うの
で、その辺を遠慮なく変えていくといいと思います。
内海　その空間でお弁当を売っていいというのも、
特別でしたが、あれが最終的には定着するかと思い
ます。そういう意味では変えるチャンスですよね。

公共空間や	
オープンスペースの今後

鈴木（伸）　それでは、もう一点。町田さんのお話の
中でも外で活動する、それから内海さんのご報告で
も屋外の活動というのは、比較的継続ができている
というのがありました。鈴木さんのプロジェクト紹
介の中でも、駅周辺の無料空間を活用して、町の活動
を増やしていくというようなお話がありました。
　このような公共空間やオープンスペースの取り組
みについて、是非コメントをいただきたいと思います

特
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が、これは内海さんに少しお話の口火をきっていた
だきましょうか。
内海　横浜の郊外では、移動販売があちこちで行わ
れていて、普通の道で販売をしていると、交通の妨げ
になるので、最近は公園を一時的に利用できないか
という話になっています。
　1週間に1回とかの頻度で、移動販売をする場所に
困っているということで、横浜の場合は、区の高齢障
害の担当課が高齢者の生活支援という視点から土木
事務所に申請を出してOKを出すという仕組みが動き
始めていて、18区のうち、5，6区くらいで実施し始め
ています。ちょうど、コロナの問題がセットになって
出たので、公園行政を少し変えて行くきっかけにな
ると思っています。
　買い物をしても「それじゃ、さよなら」と別れるので
はなく、みんなおしゃべりをしているのですね。それ
だったら、机といすを用意して、ちょっと野外でサロ
ンとセットでやろうかということになっています。
　そうすれば、移動販売車が来るのを待つこともで
きるし、場合によっては、その後にキッチンカ―が来
るのだったら、それに合わせて野外で、というような
利用もできるような環境になってきているのかなと
思います。
　そういうことをやろうとしている施設も今少しず
つ出てきています。ラジオ体操の後に、移動販売車
を回すようなところも出始めています。僕は「つい
で活動」と言うのですけど。そういうことが地域で
もう少し当たり前にできるようになるといいと思い
ますね。
鈴木（伸）　今の内海さんのお話を聞いて、町田さん、
いかがでしょうか。
町田　そうですね。座れる場所があるとすごく集ま
りやすいですし、とてもいいなと思います。
　私も団地の中にもっとベンチができればいいなと
思っています。たまたま低い石垣があるので、結構
おじいちゃん、おばあちゃんがそこに座ったり、そこ
で日向ぼっこしたりしていますね。
　あと、小田急バスの便が少なくなったのですけれ
ども、道幅が広いところは停留所に椅子があります
よね。あそこをバスが来ない間は使えたりする。た
だ全部の停留所にあるわけではなくて、あれも法律
上規定されている道幅がないと、椅子を置いてはい
けないということがあるらしく、そこら辺がネックに

なっています。ただ、ベンチとか椅子をみんなで持
ち寄ることも可能だと思うので、そういうのでやって
いけたら楽しいなと思います。
鈴木（伸）　こういうオープンスペースを使いこなし
ていくということは重要だと思いますが、鈴木さん、
饗庭さんはいかがでしょうか。
鈴木（都）　オープンスペースは非常に重要だと思っ
ています。海老名の中央公園や、藤沢も駅前にデッ
キがあるので、そんなところで今、いろいろな取り組
みを試行しているところです。
　私どもはやはり駅から近いところの公共空間を活
用させていただくことが多いのですが、そうするとど
んなことが起こってくるのかと申しますと、すごく目
立つところでやっていますので、町の人たちが見て、
「自分たちもやってみたい」と声を上げる方々が出て
きたりします。
　先ほどご紹介した「登戸・遊園ミライノバ」には、
キッチンカ―や移動本屋さんが出店しています。そ
うすると「自分たちもやりたい」という方がいて、そう
すると区画整理で空いている土地の地主さんが「じゃ
あここを使っていいよ」となって、そこにテントを出
していろいろな催し物だったり、キッチンカ―を置い
たり、どんどん広がっていっているなと思います。

　この結果、町の風景がだいぶ変わってきたという
気がしていまして、やはり公共空間は目につくところ
ですので、そうやって人を巻き込みながら風景を変
えていく力があるのだと今実感しているところです。
饗庭　またちょっと違うことを言って終わりますが、
今、たぶん「公共空間ウォーズ」みたいなことが起き
ていて、使いたい人と使わせたくない人が、また戦い
始めていると思っています。
　いい話はたくさんあるのですけれども、逆に子ど

登戸・遊園ミライノバの様子
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もが遊んでいたら、新たにリモートワークを始めた近
所の人が「うるさい」と言って、公園を使えなくする話
もたくさんあるはずです。
　だから、そこのせめぎ合いをちゃんとベターな方
へ持って行くということと、あとは公園にやってはい
けないという禁止の看板がたくさんあるので、逆に
公共空間にこれはやってもいいというパーミッショ
ン（許可）の看板をたくさん立てるということですね。
　このようなことができると世の中がいい方向にい
くと思います。戦略的にルールチェンジを仕掛けて
いかないと、知らないうちに負けることがありますよ
ということです。
鈴木（伸）　はい、ありがとうございます。終わり間際
ですけれども、質問がきておりますので、手短にコメ
ントをいただきたいと思います。

質  問

　昨年の当初はコロナが詳しく判明していなかった
ので、行政指導で集会所等の使用を中止した自治体
が多くありましたけれども、接種率が向上した現在
は、接種者を前提に、ボランティアも利用者も実施で
きるのではないでしょうか。なかなか行政は非接種
者の権利擁護ということで動きづらいかもしれませ
んが、地域側なら大丈夫ではないかというコメント
がきておりますが、いかがでしょうか。
町田　川崎市でも3,600人の入院できない人たちが

自宅療養をしているということで、実はうちのカフェ
でもこの9月からどうしようかとちょっとラインで相
談し合っている最中です。
　私も状況が第1次のときより数は多いけど、ワクチ
ン接種者が増えてきたことと、また現在子どもの方
に移ってきているのもあって、ちょっとまた様子が違
うかなと思います。そこはいろいろと密を避けると
いうことは必要だと思いますけれども、やりようはあ
るのかなと考えています。
　全部だめというふうにしてしまう必要はないのか
なと思っています。
鈴木（伸）　最後に、饗庭先生にまとめのコメントを
いただけたらと思うのですが、いかがでしょうか。
饗庭　コミュニティの小さい知恵や工夫が共有され
たことが良かったと思っております。最後のコメン
トでも言いましたが、今ルールチェンジが起きてい
そうなので、ボヤボヤしているとダメな方向にしか
いかないので、一人ひとりがいい方向に動くしかない
かなと、そのような気持ちを新たにいたしました。ど
うもありがとうございました。
鈴木（伸）　ありがとうございました。
司会　本日は長時間にわたり、ご参加いただきあり
がとうございました。

※�このシンポジウムは令和3（2021）年8月21日に
行われたものです。
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